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を見せつつある。ここでは, その展開過程に即して先行研究の流れを概観しておこう。  
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 移民第二世代をめぐる研究を牽引してきたのは, ポルテスを筆頭とするアメリカの研究者であ 
ることは間違いないだろう（Portes and Zhou 1993, Portes and Rumbaut 2001 など）。「分節的










開したのが, やはりアメリカの研究者であるレヴィットやウォーターズらである（Levitt and 





 移民の送出国と受入国との間の距離がアメリカほど離れておらず , 越境移動に関する法的なあ
り方についてもアメリカとは異なる文脈にあるヨーロッパ諸国では , レヴィットらの研究に触発
されながら, 「帰還移民」（return migration）ないし「帰還訪問」（return visit）に関する研究
が蓄積されてきた（Wessendorf 2013, King and Christou 2014, King, Christou and Ahrens 















 キングらは, 外国人労働者としてドイツへ移住したギリシア人を親にもつ第二世代を, 親から
「常に帰ると言われながら育った子どもたち」であるとし, 「帰還をめぐる家族の物語」（family 
narrative of return）が第二世代の「帰還志向」におよぼす影響について論じている
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（King,Christou and Ahrens 2014, pp.42-43）。ここで示唆されているは, 第二世代の「帰国」
経験を, ホスト国での滞在に対する第一世代の意味付与との関連で理解することの重要性である。 





意識のありようであった (1)。ただし, 「一時的回帰の物語」は, ブラジル人の出稼ぎが本格化して


























 本稿では, 2015 年 3 月から 2017 年 7 月にかけてブラジル系ニューカマー第二世代の若者 24
名（男性 9 名, 女性 15 名）に対して実施した半構造化インタビューの結果をもとに分析・考察
をおこなう（付表）。調査協力者は雪だるま式に増やしていき, インタビューは調査者が協力者の
居住地（東京, 神奈川, 愛知, 岐阜, 兵庫, 島根, 沖縄）に赴いて実施した。所要時間は 1 人あた
り 2時間〜5時間であり, すべて日本語でおこなった。協力者の年齢は 19〜31歳で, 日本生まれ
の 1名を除く 23名は小学校段階までに来日しており, うち学齢期前の来日は 17名である。親の
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来日経緯としては, いわゆる出稼ぎが 20名, その他（スポーツ指導, 布教）が 4名であった。最
終学歴は中卒 4名, 高校中退 1名, 高卒 6名(うち 2名はブラジルの高校), 専門学校卒 2名, 大学
在学中 4名（うち 1名はブラジル通信制大学）, 大学中退 3名（うち 1名はブラジルの大学）, 大
卒 3名, 大学院在学中 1名となっている。現職は通訳・翻訳, 英会話講師, 旅行会社, アパレル関
係, 介護, ショップ店員など多岐にわたるが, 複数言語の使用を要する職である場合が多い。工場
労働に従事する者は 1名のみであった。 
 対象者の「帰国」経験について概観しておくと, 来日後, 1回も「帰国」していない者は 4名で
あり, 残りの 20名は 1〜5回の「帰国」を経験していた。そのうち, 高卒年齢以降にのみ「帰国」
経験を有する者は 2名に過ぎず, 大部分は学齢期に 1回から複数回の「帰国」を経験していた。 
 
Ⅴ．「帰国の物語」の展開 
 本節では, まず, 親によって語られる「帰国の物語」が, 第二世代が成長する過程でどのような
展開をみせたかを整理する。今回の調査からは, ブラジル系ニューカマー家族が来日当初携えて




 まずは, 家族揃ってのブラジルへの帰国というかたちで, 「帰国の物語」が実現したパターン
である。対象者のうち, B1と B2の家族がこのパターンに該当した。 
 B1の両親は 1990年に出稼ぎ目的で来日した。B1は日本生まれである。来日後は家族で三重
県の県営住宅に暮らし, 父は自動車関係の工場で働き続け, 母は工場で働いた後, 姉（B1のおば）
と一緒に自宅で託児保育を始めた。託児保育は 3, 4年続けたが, 景気悪化による需要の減少でや






 B2は B1の婚約者である。B2の場合, 両親が 4歳の B2と二人の姉を連れて来日したのは 1997
年だった。目的はやはり出稼ぎだった。来日後は父が工場で働き, 母はたまにスーパーマーケッ
トの総菜コーナーなどでアルバイトをするという生活だった。ただし, よりよい職場を求めて移
動の多い生活であり, B2の就学前に福岡県, 長野県, 愛知県, 静岡県を転々とした後, 小学校入
学直前には再び福岡県に戻り, そこで 4年ほど過ごした後には, 広島県に転居することになった。
広島には 7年いたが, 父がリーマンショック以降の不況で解雇されてしまう。その後は福岡県そ




なった。その後, 両親はバーのオーナーになり, 現在も忙しい毎日を送っている。 
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 B4の両親が 11歳の B4と弟妹を連れて来日したのは 1996年だった。ブラジルでは夫婦で旅




の, 中退してしまった。父親の現在の心境を B4は「絶望」と表現する。ブラジルで大卒後, 旅行
会社を経営し, さらによい生活を求めて日本に来てはみたものの, 思うように稼ぐことができな




 B7の両親は 1991年に 3歳の B7と姉弟を連れて来日した。B7が小 3の頃まで岐阜県で過ご
した後, 愛知県に引っ越して現在にいたる。来日前, 中卒の父はブラジルの日本企業で働き, 小卒
の母は布の販売をして生計を立てていた。経済状況の改善を求めて出稼ぎブームに乗って来日し











日後は岐阜県に居住し, 途中, リーマンショック後の失業をはさみながらも, 現在まで工場労働
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を続けている。子どもの教育については, 日本語力の不足により学習内容などに具体的に踏み込
むことはできなかったが, できる範囲の支援は積極的におこなった。B12も弟も私立高校を卒業









 もう一つの理由は, 子どもの進学を支えるために日本にいるというものである。この場合, 目
的およびその達成が見込まれる時期が比較的明確なことから, 「帰国の物語」の説得力は相対的
に高くなる。 
 B6の両親は 1996年, 彼女が 1歳半のときに来日して以降, 愛知県で暮らしている。来日前, 父
は 20歳で大工をしており, 母は 18歳で高校を卒業したばかりだった。来日後, 父は派遣会社を
通じてさまざまな職場を転々とした末, B6が中学生の頃から現在にいたるまで正社員として溶
接の仕事をしており, 母は現在, 部品工場でパートとして働いている。当初は 2, 3年働いて帰国




 B15の両親が来日したのは 1996年, 彼女が 2歳のときだった。父は洗剤販売, 母は病院事務を
していたが, 先行して渡日した親戚の様子をみて自分たちもと出稼ぎを決めた。来日後は滋賀県





持ちをもっているが, B15の妹が現在高 2で大学進学を希望していること, また, いま連れて帰っ
たとしても, ポルトガル語が話せないために適応がむずかしいだろうとの判断から, まだしばら
くは日本にいるつもりでいる。 
 B13の場合, ブラジルで商売に行き詰まった父が出稼ぎ労働者として先行して来日した後, 母
と B13を長姉とする三姉妹が合流した。1998年, B13が小 3にあがる頃だった。14年岐阜県で
暮らした後, 愛知県に引っ越しているが, 両親は一貫して工場勤務であり, 現在, 父は弁当工場
で監督者として, 母は同じ工場で生産ラインの労働者として働いている。当初の動機は文字通り
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あるという B23と B24の兄妹を除けば, 4名（3家族）がこうした「帰国の物語」の転換という
パターンに該当した。 





る。職場で出会った日本人女性と結婚し, 2年前に一軒家を購入した。現在は 1歳と 3歳になる
子どもの父である。妹の B21は, 中学卒業後, 飲食店や工場での仕事を経て, 21歳からは介護の
仕事に携わっている。小 6の息子を育てるシングルマザーであり, 現在は, 1年前に購入した一軒






 上記の事例が親としての決断だったとすれば, B19の親の事例は, パートナーとの関係による
「帰国の物語」の転換と位置づけることができる。B19の母は, B19が 3歳のときに前夫と離婚
し, 1991年, 彼が 6歳のときに, 1年ほどの出稼ぎのつもりで, 子守役の祖父母をともない 4人で
来日した。ブラジルでは音楽大学を卒業し, 音楽教室でピアノやエレクトーンを教えていた。来
日後は, 木材加工会社の従業員, 小中学校の巡回日本語指導員を経て, 現在は専業主婦の身であ
る。B19が小 2の頃, 最初の職場で知り合った日本人男性と再婚したことで, 短期の出稼ぎのは
ずだった母の計画は大きく変わり, 3年経って祖父母が帰国した後も居続けることになった。来日














てきたのは, 物語の継承, 否定, 再編という３通りの反応である。以下, 順にみていこう。 
 
１．「帰国の物語」の継承 
 第一に, 第二世代による「帰国の物語」の継承を挙げることができる。ただし, 継承は, 積極的
になされる場合と消極的になされる場合があり, その分岐には親の出稼ぎに対する評価が密接に
かかわっていた。すなわち, 親の出稼ぎに正の効果が認められる場合, 「帰国の物語」は, 第二世
代自身の出稼ぎをも正当化するものとして積極的に継承される傾向にあった。出稼ぎの正の効果















大学は退学したため, 母が回復してからは, よりよい職業機会を求めてサンパウロ市に引っ越し, 
日本語力を活かせる日本企業に職を得た。職場の雰囲気もよく, 翻訳を中心に 2年間働いたのだ








 B2も B1と同様, 不本意な帰国を経験している。不況で父が解雇されたのをきっかけに, それ
まで住んでいた広島県から福岡県へ居を移すことになったが , 引っ越しがおこなわれたのは, 奇
しくも B2が入るはずだった高校の入学式当日だった。つまり B2は, 合格していた高校に新入生
として一歩も足を踏み入れることなく中退することになったのである。中学生のときは , 暴走族
とかかわったり, 年間 200日以上も欠席したりと「ちょっと不良に」なっていたことを反省し, 高
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学ぶところも多かったが, 給料が低く, 暇な時間も多いためやりがいをなくし, 1年半で退職した。









 つぎに, 「帰国の物語」の消極的な継承の例をみてみよう。B4は, 11歳で来日して小学 5年生
に編入し, 中学校に進学した。しかし, 学校でも家庭でも学習支援はほとんど得られず, 学習意欲
をもてない状態で登校意欲もなくし, 中学 3年生では欠席日数が 190日以上にものぼった。両親
共稼ぎのため, 放課後は妹と弟の面倒と家事を任され, 部活動もしていない。高校進学の道はほ
ぼ閉ざされた状態だったが, 中学校の日本語教室でボランティアをしていた大学院生の助力によ
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た B7 ではあったが, 学習意欲を失ったわけではなかった。中卒と同時に工場労働に従事する一
方で, 就学の機会をうかがっていた。そして, その機会は思わぬところからやってきた。19歳で
シングルマザーになり, 母の援助を得るために父を残してブラジルに行くことになったのである。
もともと帰国願望の強かった母は, 姉と弟を連れて子どもが生後 1 ヶ月になる頃に帰国していた。




ない」と判断し, 2年滞在した後, 当初の予定を大幅に早めて再び日本へ戻ってきた。以降, ４年
の工場勤務, 区役所での通訳職, 6ヶ月のブラジル滞在を経た後, 日本での生活に見通しがつくま






で, 現在まで働いている。紆余曲折ある人生を歩んできて B7がいま感じるのは, 目先の稼ぎより
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で, 現在まで働いている。紆余曲折ある人生を歩んできて B7がいま感じるのは, 目先の稼ぎより










がある。B20は 8歳のときに親に連れられて来日し, 小 2から高校を卒業するまで日本の学校に
通った。自分は「日本人」だと思い, 日本語教室への取り出しが嫌で必死に日本語を勉強し , 小 5
からは原学級のみで, ほぼ日本人に囲まれた生活を送った。高校卒業をひかえて, 家族で帰国す
るという話が持ちあがったため, ブラジルでの大学進学を考えて日本で大学は受験しなかった。





れの強さという点では, 居住期間のちがいを反映して, 親はブラジル, 自分は日本への志向が強
い。職場で出会った日本人女性と結婚し, 子どもが生まれることで, 日本での生活はより具体性
を帯びるものとなった。とりわけ, 長女が 1 歳のときに一軒家を購入したことは, 永住志向の結
果であるだけでなく, 地域に根を張る出発点としても大きな意味をもっていた。一軒家で暮らし
はじめて近所づきあいができるようになったことを B20は喜ばしく感じている。B20が働いてい














頃, 再び家族で日本へ出稼ぎに行くという話になり, 「自分でいろいろ, 次こうしようとかを決め
てたやつが, 突然反対方向を向いちゃったみたいな感じ」がして自分のなかでの整理がつかず, 
親と頻繁に衝突したが, 結局, 中学校を卒業後, 家族で日本へ向かうことになった。日本に行くの
が不可避ならば日本の高校に通って日本語を習得し, 大学にも進学したいと考えていたが, 日本
には長く滞在せずにできるだけ早く帰国するという親の意向により , ブラジル人学校に通うこと
になった。しかし, その学校の高等部に 6ヶ月ほど通ったところで, 親の仕事の都合により転居
することになり, 別のブラジル人学校に入り直した。その学校で高 1から卒業まで過ごした後は, 
日本の大学に入ろうとも考えたが, 学びたい内容が学べること, 日本で資格取得すれば帰国後の
就職に有利なこと, 学習してきた日本語を活かせることなどを勘案して, 服飾系の専門学校に進
学した。じつは B14は, 高 3の時点で親から, 卒業後は短期間集中して働いて帰国するか, もし
くは日本で勉強して働くかの選択を迫られていた。工場労働でいつも疲れて不満そうな親の姿を
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見ていた B14は, 工場でだけは働きたくないと思い, 日本での進学という「面倒くさいほう」を
選択する。そのためには十分な日本語能力が必要となるが, ブラジル人学校の日本語指導だけで








 このような, 必要なことは移動先で学び, 身につけるという態度は, 幼い頃からの頻繁な移動
経験のなかで身についた適応力であることを, B14自身は明確に自覚している。現在も職場の期
待に応えるべく言語能力を日々磨くことに余念がないが, これは B14にとって, 社員としての責
任を果たすということ以上に, 今後も生じうる移動に備える, あるいは, よりよいかたちでの移
動を実現するために, 移動への適応力をより強化する実践でもある。実際, 現在の職場は好きで
やりがいを感じてもおり, 英語能力を磨いたり日本語の敬語表現を習得するにはよい環境にある
が, そこで働き続けるつもりはない。目標は独立して自分なりの事業を展開することであり , 現
在はそのための知識を得るための準備期間と考え, 5年間は働く予定でいる。独立後の事業内容に




えを感じられる現在, 「自分の方向性に関しては, こっちに来てすごくよかった」と, 再来日に対
して「逆に感謝している」と語っている。 
 出稼ぎ目的の親に連れられて小 3で来日した B13にとって, 中学校までの学校生活はきわめて
きびしいものであった。小学校からはじまったいじめは中学校に進学した後も続き, B13を孤立
させ, 学習意欲を奪っていった。そうした学校でのつらい思いを唯一忘れさせてくれたのが英語
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 B13 何か一つのところにそんなに（いたくない）。(日本には)もう長くいすぎたから, 違うと 
   ころに行きたいなという気持ちもあって。 
 ── でも, B13さんの場合は, それができることがありますもんね。 
  B13 そうなんですよ。だから, 英語ができるから違うところへ行っても英語を教えたりとか,  
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長く会っていないことを理由に訪れる場合もあった。親族訪問のための「帰国」は, 数週間から




明されるように, ある種の気やすさとともに経験される傾向にあった。  
 たとえば B24は, 1991年, 1歳のときに親に連れられて来日し, 小学校から専門学校を卒業す
るまで日本の学校に通った。専門学校卒業後は工場労働や市役所での通訳職を経て, 現在は契約
社員として期間従業員の委託管理の仕事に携わっている。来日して現在にいたるまで, 5歳, 9歳, 
12歳, 20歳, 21歳と 5回の「帰国」を経験している。親に連れられての「帰国」であり, 12歳の




  ブラジルへ行って, 大都会ってみんな冷たいイメージがあるじゃないですか。ブラジルのサ  
 ンパウロにいても人に話しかけられるし, 銀行の順番でも前の人, 後ろの人から話しかけられ 
 るし。そういうのを見ると, ずっと日本に住んでいる私からはびっくりというのがあって , や 
 っぱりブラジル人って明るいんだという。駅でも誰もほっておかないというか , 知らんぷりを 
 しないというのがブラジル人なので, 物を落としたら, みんなから「落ちたよ」といろんな人 
 に言われたり, 誰かが気分が悪くなると, どやっとみんな手伝いに来たりというのがあって。  
 
 そのような光景を目にして「自分もそういうところはもっとブラジル人らしくしなきゃいけな









 たとえば B15は, 出稼ぎ目的の親に連れられて 2歳のときに来日して以降, 高校まで公立学校
に通った後, 家計の苦しさを奨学金やアルバイトで補いながら私立大学に進学し , 現在は国立大
学の大学院で教育学を学んでいる。現在にいたるまでに, 4歳, 5歳, 小学 5年生, 中学 2年生, 大
学 1年生と 5回の「帰国」を経験した。4歳と 5歳のときは親と一緒で, それぞれ 6ヶ月と 3ヶ
月の滞在であった。小学 5 年生以降は, 親の同行はなく, 小学 5 年生では兄と, 中学 2 年生では
妹と一緒に飛行機に乗ってブラジルに 3ヶ月, そして大学 1年生では単身で向かい 1ヶ月ほど滞
在した。「帰国」の際にはいつも, サンパウロ州に居住する父方の親戚と母方の親戚を「半々」訪
問して過ごした。小学 5 年生での「帰国」は, 学校でいじめを受けてブラジル人であることに消
極的になっていた B15を「ポジティブに」してくれたという点で印象に残っている。現地の人び
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長く会っていないことを理由に訪れる場合もあった。親族訪問のための「帰国」は, 数週間から
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ととのかかわりを通じてブラジル人の魅力を実感し, 自らのルーツ, 名前, 外見, ポルトガル語
に「誇り」をもてるようになったのである。ただし, 基本的に中学 2 年生までの「帰国」は, 親
戚による歓待を享受するという側面が強く, 「旅行みたいな感じ」であり続けた。B15 がはじめ
て自費による「帰国」を実行したのは, 大学 1 年生のときである。大学で国際関係を学びはじめ
たこともあり, それまでとは異なるブラジルへの興味もあった。だが, 到着するやいなや B15が





   1, 2年ぐらい（ブラジルに）住んでみたいなとは思いますね。何かまとまった時間がないと 
  できないようなことって, たぶんたくさんあると思うので。とくに旅行とか。いつも親戚めぐ  
  りで終わっちゃうので, そういう意味では, もうちょっと長期でいたら, ブラジルで行ったこ 
  とがないようなところにも行けるのかなって思いますね。日本で出会った友達とかも , やっぱ 
  りすごいブラジルのところで点在しているので, なかなか親戚めぐりだけしていると余裕がな 
  くて会えないので。 
 
２．転機としての「帰国」─問い直される帰属  

















 たとえば B1 の場合, 母親から放課後の外出を禁止され, 遊び相手として唯一許されていたの
は兄といとこだった。一時, 母親が託児保育をしていた頃には, その手伝いを求められたことも
ある。その他, 携帯電話のメールをチェックされるといったこともあり , 行動が制限されること
に不満を募らせていた。だが, 彼女にとって親は「こわい」存在であり, 反抗はありえなかった
という。父親の解雇により高 2 での「帰国」が決まったときには, せめて卒業までは, との訴え
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にまるで聞く耳をもたぬ親を恨みもした。しかし, 「帰国」した後の母親からは, 日本で見せて
いたきびしさが消え, 新たに現れたのは, くつろいだ「ゆるい」姿であった。 
 
  一言でまとめると, （日本にいるときは）うざかったです, お母さん。本当に嫌でしたね。 
 何でこんなにきびしいんだろう, 何もしちゃいけないしって。遊びに行くことすら行かせてく 
 れなくて。でも, ブラジルに行ってからは, 「遊びに行ってきていい？」って聞けば, 「行けば」 
 って感じになってくれて, すごい, いいお母さんになりましたね。たぶん, 日本にいたときは,  
 知らない人がまわりにいて心配とかだと思います。 
  
それ以降, 彼女にとって母親は, 「こわい」親から, 生きにくい日本で子どものために最善を尽く
してくれた「尊敬」すべき親となり, 一番の相談相手になっていった。 






 上記の例とは逆に, 「帰国」した際に, 現地の人びととの間に文化的な摩擦が生じることで, ブ
ラジルに対する否定的な感情が引き起こされ, 帰属意識の喪失という事態に陥ることもある。 








 そうした重圧のもと, 大学進学を果たすことで, 母の期待に応えたかにみえた。だが, 大学生活
がはじまってみると, 進学先が理系だったこともあり, 勉強についていくのは容易ではなかった。
「なんとか食らいついた」が思うような成績はとれず, そのことが, 多額の奨学金の支給を受け
ていることへの焦りとなって大学 2年生の頃から次第に追い詰められ, とうとう, 鬱病になって
しまった。それでも, 母の夢をかなえようと必死にがんばり, 2年間留年したが事態は思うように
進展せず, 悩んだ末, 中退を選んだ。 
 鬱病になった B19は, 療養のため大学を休学してブラジルへ渡った。小学 4年生と 5年生のと
きに, 親族訪問のため短期滞在して以来のブラジルであった。在伯中はサンパウロ州の親戚宅で




  ブラジルに療養に１年間行ったときに, 「日本にいるからそういう病気になっちゃうんだよ」 
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 上記の例とは逆に, 「帰国」した際に, 現地の人びととの間に文化的な摩擦が生じることで, ブ
ラジルに対する否定的な感情が引き起こされ, 帰属意識の喪失という事態に陥ることもある。 








 そうした重圧のもと, 大学進学を果たすことで, 母の期待に応えたかにみえた。だが, 大学生活
がはじまってみると, 進学先が理系だったこともあり, 勉強についていくのは容易ではなかった。
「なんとか食らいついた」が思うような成績はとれず, そのことが, 多額の奨学金の支給を受け
ていることへの焦りとなって大学 2年生の頃から次第に追い詰められ, とうとう, 鬱病になって
しまった。それでも, 母の夢をかなえようと必死にがんばり, 2年間留年したが事態は思うように
進展せず, 悩んだ末, 中退を選んだ。 
 鬱病になった B19は, 療養のため大学を休学してブラジルへ渡った。小学 4年生と 5年生のと
きに, 親族訪問のため短期滞在して以来のブラジルであった。在伯中はサンパウロ州の親戚宅で




  ブラジルに療養に１年間行ったときに, 「日本にいるからそういう病気になっちゃうんだよ」 
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 とかってすごい言われたんで。たぶん, その点はあながち間違ってはないんだろうけども, で 
 も, それをすごい決めつけてくるのがすごい嫌だった。で, パーティーが毎週毎週あるでしょ 
 う。毎週毎週あるけど, そんなパーティーとか毎週毎週行きたくないし。 
 
  「ブラジルいい国だよ」って言って, 「日本はせかせかしててすごい心が疲れるから, ブラ 
 ジルに帰ってきなよ」ってすごい言ってくるけど, 「日本のこと知らないでしょう？」って思 
 っちゃうんです。だって, 「そもそもブラジルにいたら, 好きな車乗れないじゃん, オープンカ 
 ー乗れないやん」って思ってしまうのよ。その時点でぼくの候補からはずれるから, みたいな。 
 














   経済的にもそうだったんだけど, いくらいても, ここは住みたいと思わないっていうのがき 
  た。ちょっと鬱も入ったんだよ。慣れない。文化に慣れなかったし, うちの場合は, 目の前で人 
  が刺されて, すごい怖かった。安全な場所が好き。自由に歩きたい, 自由にあれこれしたいって 
  いうのもあるし。やっぱり, おうちって感じがするのがやっぱり日本だから, うちの場合は。 
 






  ブラジルに１回も行かないでずっと日本におったら, 今の考え方なかったと思う。やっぱり 
 ほかの文化見るのは大事。（中略）ブラジル行って, 「ああ, こうなんだ」って見て, 自分が本 
 当に何をしたいか, どういうのが私に合ってるかっていうの, やっとわかってきたから。どん 
 だけ私たちが文化に結ばれてるかっていうのがやっと見える。ほかの文化を見ると , どんだけ 
 自分がその文化にあてはまるか, あてはまらないかっていうの, やっぱり見えてくると思うん 
 だよね。 
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  うちらの場合は, やっぱ文化におさまってないから, 一つの文化だけに。結構, 日本で育った 
 んだけどブラジル人。だで, 私日本人って感じがしない。でも, ブラジル行くと, ブラジルで育 
 ってないから, ブラジル人の文化も頭に入ってない。ちょっと別次元におるみたいな感じなん  
 だよね。それで, たぶん, なんでも頭には簡単には入りやすいし, わかりやすくはなると思う。 
 





   （私たちみたいな子どもは）文化にあてはまらないんだわ。たとえば, 日本じゃ自分の文化 
  につながっとる。ブラジル人は自分の文化につながってる。これ, 日本で育ってる子っていう 
  のは文化がないんだわ。両方の文化が入って, 頭がすごい幅が大きいんだわ。いろいろ簡単に 
  聞き取れる。そこがすごくいいと思う。（中略）一つの文化につながらない。いろんな文化が入  
  っても, それを受けやすくなるような人になるもんで, 頭がすごいもう, 本当に世界にまわっ 
  てるみたいな感じ。言い方が合ってるかどうかはよくわかんないんですけど。私が好きなのは  
  そこなんだわ。そういう子どもをつくっていきたいんだ。  
 
Ⅷ．まとめと考察 
 本稿では, ブラジル系ニューカマー第二世代の「帰国」をめぐる経験について, 世代間の経験
の相違および自身の「帰国」経験に対する意味付与に注目して検討してきた。以下では, 本稿の
知見を整理し, その含意について論じていく,  
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